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次会のプログラム

本日のプログラム 慶祝　会員卓話

夜間記念例会

■会長の時間 会長　奥橋　園子
本日２４９９回例会は、相模原南ロータリークラブ名誉会員でいらっしゃる本村賢太
郎市長をお迎えして開催します。
後ほど講和をいただきますので、皆様楽しみにしていてください。
又、元相模大野クラブ会員大野治雄さんが当クラブに入会いただくことになりました
ので、これから入会式を行います。入会式後、本村賢太郎市長にもご登壇いた
だいて記念写真を撮りたいとおもいますので、よろしくお願いいたします。
今回　「卓話」「講話」「講演」の違いについてお話しします。
「卓話」とは、親睦会などといった催しの開催時間中にある参加者が、他の参加
者全員を前にして自身の意見を発表することを意味します。業界の事情に関して
深く知覚している者が担当しているため、聴衆にとっては日頃に接することができな
い業種に属している人々の話をうかがうことができるので、聴くことで自身の世界に
対する視野が広がり人生においての大きな糧となることが期待できます。主にロー
タリークラブで用いられていて、ロータリーの用語であるかの如く解説されることもあり
ますが、ライオンズクラブをはじめとした他のクラブや企業が行っている催し、各学
校の同窓会などでの参加者による式辞を意味する言葉としても使われていることが
あります。
「講話」とは、たくさんの人に対しわかりやすく説明し聞かせること。わかりやすく説
明し、より多くの人に理解してもらうことが目的ですので、そのテーマはやや堅いも
のになる傾向があります。
「講演」とは、たくさんの人に対しある題目について話をすること。
講師のペースで話が展開されます。というのも、それほど堅苦しいテーマではない
ことが多いことから、話しがスムーズに進んで行きます。つまり、人の興味を引くテー
マが多くなるということ。　
講師は、その道の専門家の場合もありますが、多くが有名人です。

◆今後の予定
　本日は慶祝と山田会員の会員卓話です。３月１２日は２５００回記念夜間例会
となります。会場はレンブラントホテルで１８時３０分開宴となります。３月１９日は休
会、３月２６日はクラブフォーラムです。４月２日は慶祝と栗林一郎副会長の卓話と
なります。これから各グループで炉辺会が行われますが、テーマは「５５周年で何
をしたいか」です。リーダー、サブリーダーは内容をまとめて例会での発表をお願い
いたします。３月１６日土曜日には相模原能およびポリオ募金を行います。ＩＭが４月
１３日土曜日１３時よりけやき会館で行われます。地区からの金沢への義援金は４
７０００円となり、一人１０００円の目安に達したことを報告いたします。ご協力あり
がとうございました。金沢北ＲＣの義援金の入金をおすみでない方はお願いいた
します。残念な報告があります。江尻猛会員が神戸に転勤となりました。

　過去に会長を経験した会員が順番に卓話を行うという事で、今回お話しする
事になりました山田です。どうぞ、よろしくお願い致します。
私が会長を務めたのは、今から9年近く前になります。2015年7月からの1年間で
した。当時のガバナーは茅ヶ崎ロータリークラブの田中賢三さん、ガバナー補佐は
相模原グリーンクラブの小川さんでした。クラブ幹事は徳久会員で、大変お世話
になり何度も助けて頂いた記憶があります。
　私が会長を務めた年度はクラブ創立45周年の年でした。2025年度の竹村年
度が創立55周年であり、中村好孝年度では55周年実行委員会も組織されると
聞いておりますので、当クラブの55周年にどのような活動をするかの参考になる
のか分かりませんが、４５周年だった１年間を振り返ってみたいと思います。

　当時のラビンドンＲＩ会長テーマは「世界へのプレゼントになろう」でした。我 ロ々ー
タリアンは才能、知識、能力、努力、そして献身と熱意など、ロータリアンであれ
ば持っているはずのものを何か一つでも世界にプレゼントすることで、誰かの人生
に、そして世界に変化を起こしましょう、というメッセージです。また、ラビンドンさんは、
「結局のところ、私たちの人生の価値はどれほど得たかではなく、どれほど与えた
かによって判断される」とも言っていました。少しでも、このＲＩ会長テーマを実践し
ていきたいと思い1年を過ごしました。
　ロータリーは奉仕と親睦の2つの活動で成り立っているかと思いますが、この年
も奉仕活動を通して親睦を深められたと思います。
　9月には、当時の友好クラブであった山形東RCと札幌での合同例会を行いま
した。私の会長年度の5年前、創立40周年の時に記念事業として友好クラブを
作ろうという事になり、山形東RCと友好クラブを締結し、その後は仙台で少年野
球教室、蔵王温泉や横浜での合同例会を開催し、締結当初から5年間という期
限を設けての友好クラブだった事もあり45周年のこの年に友好クラブを解消致しま
した。当時のクラブ管理運営委員長中村辰男会員、友好クラブ担当の栗林会員、
例会親睦委員長だった中村好孝会員には札幌で大変お世話になりました。
　11月には幼児サッカー教室をあいにくの雨の中で行いました。12月には、木戸
会少年野球教室の運営費の1部を寄付致しました。同じく12月には、横浜うかい
亭で創立45周年祝賀会をクリスマス家族会と兼ねて行いました。外部からのゲス
トは招かずに会員とその家族のみで祝いました。
  年が明けて1月には、松山会員の第19回さがみはら能に市内在住の外国人の
方を招いて日本文化に触れていただく活動を行ないました。同じく1月には、創立
45周年記念の奉仕活動として「麻薬、覚せい剤、シンナー、危険ドラッグ撲滅」
のポスターを作製し、相模原市南区内の交番12箇所に私たちのクラブ名の入っ
たポスターを掲示してもらい、相模原南警察署にはアクリル製の看板を寄贈致し
ました。５月２日には相模原療育園にベッドと収納庫を寄贈致しました。我々のク
ラブは創立３５周年の時にも「麻薬撲滅」のポスターを作成し、配布致しました。
　４５周年の活動から話題がそれますが、当クラブでは設立当初から様々な奉仕
活動を行なってきています。記録に残っている最初の社会奉仕事業は、「相模
原市子ども納涼会」への寄付です。初代渡辺会長の時代、昭和46年7月の事
でした。その年は、9月にも相模原警察署へ懐中電灯50個、メジャー 35個、カ
メラ2個を寄贈しています。昭和47年には、4月にボーイスカウト相模原第２団へ
寄付。5月には、沖縄本土復帰を記念して現在のガバナー補佐にあたる分区代
理あてに5万円を寄付致しました。6月には、身体障害者ボーリング大会に参加
賞としてシャツなどを提供し、感謝状を受け取りました。昭和48年には、4月に少
年鼓笛バンド連盟に3万円を寄付。6月に老人ホームに絵を寄贈。12月にはクリス
マス家族会でバザーを行い、売上金23万8千円を寝たきり高齢者に寄付をしまし
た。昭和49年には、2月に相模大野駅で献血運動を行い、4月には緑化運動と
して球根を19の幼稚園に配布致しました。その後も、献血活動は平成12年4月
まで行われています。
　海外へも社会奉仕活動を広げていました。昭和52年から検討が開始されたヤ
シの実をフィリピンに植樹するプロジェクト「ヤシの実基金」で、相模原南クラブはフィ
リピン・ルセナ南ロータリークラブとの交流があったからです。昭和53年にヤシの実
基金委員会が発足。昭和54年に5月にヤシの実基金フィリピン派遣団第一斑が
現地で植樹祭を開催しました。私が幼いころ、南クラブの会員だった父がフィリピ
ンから2名ほどのゲストを自宅に招いたことを覚えています。
　話を私の会長年度に戻します。その年は、国際大会が韓国ソウルという大変
近い場所で開催された事もあり、10人の会員が国際大会に参加致しました。5月
27日の14時に羽田空港のチェックインカウンターに集合したのですが、そのわずか
１時間半前の午後0時半頃にソウル金浦空港行きの大韓航空機の左エンジンか

■幹事報告 幹事　江田　昌弘

■会員卓話 山田　修
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　２月１３日（修正）完全欠席＝一ノ瀬、小川、柏原、澁谷(直)、鈴木(昌)、中村(文)、中山、宮﨑

会報委員長  鈴木（昌） 担当委員 中村（文）　小方　小川　柏原　桑田　三枝　須坂　鈴木（雅）　鈴木（昌）　竹村　中村（辰）　松井　松山　宮崎

■本日のスマイルBOX

■本日のビジター
本村　賢太郎 様（相模原市長）　本村市長が公務でお忙しい中、ご来場くださり市政についてのお話を伺いました。

■慶祝
結婚記念日祝 
３月   ６日 市川 孝幸 君
３月  １８日 松山 隆雄 君
３月  ２６日 岩本 勉  君

誕生日記念祝（ご夫人）
３月 ４日 渋谷 勝 君 夫人 せつ子 様
３月 ８日 三枝 富博君 夫人 美代子 様

誕生日記念祝
３月   ２日 江田　昌弘 君
３月１２日 小野田 勝宏 君
３月３０日 鈴木　昌彦 君

藤原　新一 君
★森泉委員長の復帰、ほんとに嬉しいです。これで少し休めます。山田さんの卓話、楽し
みにしております！

森泉　朋子 君
★元気です！！ご心配をお掛けしました。中村常任委員長・藤原副委員長ありがとうございま
した。また頑張ります。
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★誕生日のお祝いありがとうございました。
岩本　勉 君
★今月は結婚記念日です。ロータリーのおかげで忘れずにいられます。　　　　
鈴木　昌彦 君
★誕生日のお祝い、ありがとうございます。本村市長、本日はよろしくお願いいたします。
お話を楽しみにしております。

三枝　富博 君
★家内の誕生祝を頂き只々感謝です。本当にありがとうございます。

奥橋　園子 君、江田　昌弘 君
★名誉会員　本村賢太郎市長、本日はありがとうございました。山田会員、本日の卓話よろ
しくお願い致します。

大野　治雄 君
★このたび大谷様の紹介で入会させていただきますので、よろしくお願い致します。
大谷　新一郎 君
★大野さんの入会をお祝いします。南ロータリークラブを楽しんでください。中田さんと２名
の入会を頂き、奥橋年度、頑張って増設しましょう。

黒河内　彰子 君、　栗林　一郎 君、　杉﨑　信一 君
★本村市長、ようこそいらっしゃいました。本日はよろしくお願い申し上げます。森泉さんの
元気な姿を拝見して！

足立　旬一 君
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卓話を楽しみにしております。
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　４５周年の活動から話題がそれますが、当クラブでは設立当初から様々な奉仕
活動を行なってきています。記録に残っている最初の社会奉仕事業は、「相模
原市子ども納涼会」への寄付です。初代渡辺会長の時代、昭和46年7月の事
でした。その年は、9月にも相模原警察署へ懐中電灯50個、メジャー 35個、カ
メラ2個を寄贈しています。昭和47年には、4月にボーイスカウト相模原第２団へ
寄付。5月には、沖縄本土復帰を記念して現在のガバナー補佐にあたる分区代
理あてに5万円を寄付致しました。6月には、身体障害者ボーリング大会に参加
賞としてシャツなどを提供し、感謝状を受け取りました。昭和48年には、4月に少
年鼓笛バンド連盟に3万円を寄付。6月に老人ホームに絵を寄贈。12月にはクリス
マス家族会でバザーを行い、売上金23万8千円を寝たきり高齢者に寄付をしまし
た。昭和49年には、2月に相模大野駅で献血運動を行い、4月には緑化運動と
して球根を19の幼稚園に配布致しました。その後も、献血活動は平成12年4月
まで行われています。
　海外へも社会奉仕活動を広げていました。昭和52年から検討が開始されたヤ
シの実をフィリピンに植樹するプロジェクト「ヤシの実基金」で、相模原南クラブはフィ
リピン・ルセナ南ロータリークラブとの交流があったからです。昭和53年にヤシの実
基金委員会が発足。昭和54年に5月にヤシの実基金フィリピン派遣団第一斑が
現地で植樹祭を開催しました。私が幼いころ、南クラブの会員だった父がフィリピ
ンから2名ほどのゲストを自宅に招いたことを覚えています。
　話を私の会長年度に戻します。その年は、国際大会が韓国ソウルという大変
近い場所で開催された事もあり、10人の会員が国際大会に参加致しました。5月
27日の14時に羽田空港のチェックインカウンターに集合したのですが、そのわずか
１時間半前の午後0時半頃にソウル金浦空港行きの大韓航空機の左エンジンか

ら出火し、滑走路が閉鎖されていました。302名の乗客の大半は国際大会に向
かうロータリークラブの会員で、相模原中ロータリーの会員は自らの身の安全を他
のロータリアンに伝えるためにシューターから脱出した直後の写真をLINEで送信し
ていたのを覚えています。ソウルでは、ミョンドンの商店街を当時ご健在だった中川
さんと徳久さんと私の3人で歩いていますと、東アジアの人たちは似たような顔つき
の人が多いと思うのですが、なぜか日本語で中川さんは「社長さん」と呼び止め
られ、徳久さんは「貴婦人様」と声をかけられていました。中川さんも徳久さんも
風格や気品を隠そうとしてもにじみ出てしまうものなんだなあと感心した思い出があ
ります。

　青少年交換委員会に出席しましたので、カウンセラー報告させて頂きます。
●寒川神社参集殿に於て、青少年交換委員会の派遣、来日オリエンテーション
　に参加させていただいた。
●アウトバウンドの９人が、それぞれ日本語でスピーチ。ドイツ、スウェーデン、メキシコ、
　ブラジル、台湾。来日６ヵ月余りの中、緊張感一杯の日本語スピーチでした。
　多くの留学生が、ホームステイ先の家庭・学校・地域で経験、体験したことを一
　生懸命話してくれました。多くが、自国と日本との違いについてでした。留学
　生の長足の進歩におどろくばかりでした。皆、自己肯定感が強く自信にあふれ
　ていた事が印象的でした。良い体験をつみ重ね、単なる留学生でなく、小さな
　親善大使としての行動を実践していると感じました。こういう場をつくりつづけて
　いるスポーンサーとしてのロータリーの活動に、意義を感じました。
●我が相模原南ロータリーの派遣候補生の白石稟さんは、明るく元気良く自己紹
　介をしてくれました。多くの候補生が緊張の余り、派遣先の国のコトバでうまく
　表現できていない中で、稟さんの力強い姿に感激しました。お母さまとお話をす
　ると、かなり一生懸命に何度も練習したとのことでした。努力の結果がしっかり
　と出ていました。

こんにちは。私の名前は白石稟です。相模原南ロータリー
クラブにスポンサーをしていただいています。ドイツに派
遣予定です。私は政治と外交に興味があり、それに
ついてドイツでも学びたいと思っています。 ドイツでは、
自分のベストを尽くし、よい一年にしたいです。

３月２１日　午前１０時３０分から午後４時まで浜松町ビジョンセンターにて開催。
高野孫左衛門委員長はじめ、理事役員と共に今回は次年度ロータリーの友地区
代表との合同開催されます。全体会議・グループ会議終了後、親睦会が行われ
ますが、その際、乾杯の挨拶とご発声を任されました。「ロータリーの友地区代表
の役目」を一言挨拶としてお話するつもりです。

「おとのわ」という音楽会（南RC後援）に行って参りました。すばらしい音楽会
でした。これからも応援していきたいと思いました。

２０２４年３月２６日火曜日　午前１１時３０分から約３０分程度
レンブラントホテル町田小会議室（コーヒーあり）

カウンセラー 三枝　富博■３月２日にＩＭに参加

相模原南ロータリーの派遣候補生 白石　稟 様

大谷　新一郎「おとのわ」音楽会

「ロータリーの友地区代表員・全国合同会議」開催について 
2023年～2024年度　  第2780地区ロータリーの友地区代表 中村　辰雄

次年度会員組織委員会のお知らせ
　　　　　　　　　　次年度会員組織委員会　常任委員長 足立　旬一

レンブラントホテル町田小会議室（コーヒーあり）


